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要旨
本稿は Blum-Kul1くaetal. (1989) による CCSARPという枠組みに基づき、カザフ語と日本語
の依頼表現の対照分析を行う。対照分析の結果、カザフ語母語話者は日本語ーを学習する際、カ
ザフ語において格下げの効果を有する補助動詞が日本語においても同じような機能を有する
と考え、 -aturw， -asalw， -p 訂berw の直訳である r~ しながら立つ J r '"'-'しながら入れるJr ~し
て送る」でも、格下げとしての役割を果たすと誤解する可能性がある。また、日本語母語話者
がカザブ語を学習する際、 -aturwぅ-asalv.らや ziberwによる補助動詞の意味の代わりに、副詞の
表現を多用し、カザフ諾母語話者にとって違和感のある依頼表現を作り出す可能性がある。
キーワード:依頼、異文化問発話行為実現プロジェクト、補助動認、高IJ詞
1はじめに
本稿は Blum四Kulkaet al. (1989) の異文化開発話行為実現プロジェクト(Cross-Cultural 
Speech Act Research Project、以下 CCSARP) という枠組みに基づき、カザフ語と日本語の
依頼行為の対-所、研究を行う。 CCSARPは依頼と謝罪を通言語的に調査することを目的とし
て作られた。 Blum-Kulkaetal. (1989: 11-12) によれば、 r(依頼は謝罪と同様、) Brown & 
Levinson (1978) が指摘する face-threateningactsを構成している。...被依頼者は自分の自
由な行動への差し出がましい脅かし、あるいは依頼者の権力の見せつけとして依頼行為を
捉えうる口一方、依頼者は依頼が必要なことであるということをさらけだしてしまう、も
しくは被依頼者の顔をつぶしてしまうという恐れのために、依頼するのをためらう場合が
ある j という。そのため、依頼は依頼者にとって気を使う場合がありうる行為であると
える。 BlumωKulkaet a1. (1989: 12) によれば、 f依頼は開き手への押し付けの効果を和ら
げるような行動を要求しているj という。このような気を使うことで、押し付けの効果を
和らげるような表現を本稿は調査する。 Blum-Kulkaetal. (1989: 12) は依頼の表現を文法
的に和らげる方自各を統語的絡下げ (syntacticdowngrader) と、また語葉・匂的に和らげる
方自各を語集・句的格下げ (lexical-phrasaldowngrader) と呼んでいる口二ノ宮 (2015: 99) 
の指械に従い、本稿では統語的格下げを文法的格下げと呼ぶ。それぞれの格下げには以下
のようなものがある。
・文法的格下げ:疑問、準備条件の否定、接続法、条件法、アスペクト、テンス、条件
節
-語桑13守・句的格下げ:ポライトネス標識、控えめ表現、緩衝表現、主観化表現、語調
を弱める表-現、甘言、懇願表現
文法的格下げに関して、 Blum-Kulkaet a1. (1989: 281-283) はゲルマン系、ロマンス系
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の言語を取り上げて、それぞれの格下げの例を挙げている。ただし Blum-Kulkaet a1. (1989: 
281)によれば「類型論的に異なる言語であれば、統語的格下げの内容も異なると考えられ
る。そこでその内容を言語ごとに修正する必要がある」という口カザフ語の格下げを想定
する時、上の文法的格下げ以外に補助動詞による格下げを設定した方がよいということを
提案する。カザフ語において、本動詞の次に補助動詞が来る。そして本動詞の語尾には完
了高IJ動詞の -p(もしくはーlp，-ip) か未完了高IJ動詞の -a(もしくは -e，-j)が置かれる。本
稿は-aturw， -a salv.ら -p訂berw とい う組み合わせを格下げの範1I穏に取り込む。
本稿の目的はカザフ諾のす turw，-a salw， -p芝山町W という補助動詞を使った依頼表現と
それーらに対応する日本語の表現を対照することにある。本稿の第 2節では、カザフ語のデ
ータ収集方法について説明する。第 3.1節ではカザフ語の依頼表現を補助動詞ごとに確認
する。そしてそこで、補助動詞化しているものがそうでないものより和らげていると説明す
る。第 3.2節では荷言語の対照分析を行う。 -aturwラーasa1w， -p ziberwは日本語において副
詞として訳されうる。訂berwの本動詞としての意味は「送る j、salwは「入れる j、turwは
「立つJというものである。しかし -aturwは「ちょっと~する」、 -asalwの場合「ついで
に~する j、-p訂berwは「今だけでいいので~する j になる。そこからカザブ語母語話者
は日本語で「ちょっと~してくださしV、fついでに~してくださしリなどと言おうとする
持、補助動詞としての turw，sa1¥¥ら訂berwを本動詞のように訳し、日本語母語話者にとって
格下げにならない依頼表現を作る可能性がある。また、日本語母語話者がカザフ語を使用
する際、 -aturw， -asal w， -p ziberw といった補助動詞を使わず、高IJ詞を多用して、不自然な
依頼表現を作りうる。
2カザフ諾のデータ収集方法
本稿では Blum-Kulkaet a1. (1989)の談話完成テスト (discoursecomplete test以下、 DCT)
を利用して、カザフ語の依頼表現のデータを収集した o Blum-Kulka et a1. (1989: 14-15) 
は様々な依頼表現を取得できるよう、以下の複数の場面を設定している。
. Kitchen (A student asks his roommate to clean up the kitchen the latter had left in a mess the 
night before) 
. Street (A young woman wants to get rid of a man pestering her on the street) 
. Notes (A student asks another student to lend her some lecture notes) 
. Ride (A student asks people 1iving on the same street for a ride home) 
. Information (An applicant calls for information on a job advertised in a paper) 
. Policeman (A policeman asks a driver to move her car) 
• Extension (A student asks a teacher for an extension on a seminar paper) 
. Lecturer (A university professor asks a student to give his lecture a week earlier than 
scheduled) 
DCTの例として、 Kitchen(キッチンで)、 Notes (ノートを借りる)、 Information (仕事
の募集)の場面では以下の形式で質問をした。
<Asxanada> (キッチンで)
Siz qaSH)lZda turatm k凸rSIl)Izdenasxanal1l芝inawdlsuraI)lz. DOSII)lZ kese keskisin asxananl 
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qordangandlqtan， zinalInbaj tur. (あなたはノレームメイトの友達(向性)にキッチンを掃
除するようお願いをする。友達は昨日の夜、キッチンを使って、キッチンはまだ汚れ
たままである。
Siz (あなた)
DOSI1]lZ (友達) : Kesir， qazir birden zinajmm. (ごめん、すぐに片づけるね)
<Dapterin suraw> (ノートをイ昔りる)
Siz stwdentsi・z.Kesegi psiologija sabagml1] lek1Sijasma qatlsa almagandlqtanう dOSl1]lzdan
lek1Sijal1] dapteri・nSUral]lZ. (学生であるあなたは友達から昨日の心理学の講義ノートを
借りたい。あなたは昨日講義に出られなかった。
Siz (あなた)
DOSll)lZ (友達) : Zapajdlぅbipaqertel)ge dejin qajtanp ber. (し、いよ。だけど明日までに返
してよ)
<ZU1TIlsqa alwおjlIxabarlanduw> (仕事の募集)
SizdIl) internettegi xabarlandlrwda berilgen (siz qalagan) 芝umlsqaturgll)lZ keledi. ZUmlS 
ornma xabarlaslp， qandaj之umlSekendi民主勾hsuragll]lZ keledi. (あなたはインターネット
で募集されたアノレバイトの仕事(あなたのお気に入りの仕事)に応募したい。会社に
話をかけて、仕事内容について質問したい)
Siz (あなた)
Qlzmetker (アノレバイト会社の人) : Tutqalll zawaptl adamga berejin， ija. (担当者に変わ
りますね)
カザフ語母語話者 26名からカザフ語の DCTデータを収集した。調査協力者にはそれぞ
れ話すように書くよう伝えた。なおカザフ語のデータ分析に際して、筆者であり、カザフ
語母語話者である ShadaevaMadinaとBorankulovaSamalがその確認を行った。 Shadaeva
Madina は 3才からは才まで Kyzylordaで、 15才を Almatyで過ごした。教育はカザフ語学
校で受けた。 BorankulovaSamalは 3才から 5才の途中まで Karagandaで過ごし、それから
15才まで Almatyで過ごした。彼女も教育はカザフ誌で受けた。同名とも現在は Almatyで
生活している。
3結果・考察
3. 1カザフ語のデータ
格下げの役割を果たしている補助動詞 -aturw， -3s3lw， -p幻berwの例を以下に示す。筆
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者の Samal，Madinaによれば、 -aturwは常にというわけでは-なく、一時的にという意味が
あるという。また需asalwは「ついでに~する j、-p釘berwは「今だけでいいので~する j
という意味があるという 。
<-a turw> 
( 1) kese lektsija zazgan dapteri・りdi ber-e tur-sl 
昨日講義 書いた君のノートを貸すー未高IJ 立つ(命 2.sg.np.) 提ー
otin-e-m. (ノートを借りる)
お願いする由来高Ij-l.sg
「昨日講義で書いた君のノートを一時的に貸してよ、私はお願いしますJ
(2) kese sabaqqa kel-e al-ma-dlm. bul sabaqtllJ lektsijasl 
昨日授業に 来るー未高IJ 持つ，否-単過 l.sg. この授業の 講義
magan凸te qazet bol-1P tur lektsija dapterilJdi 
私に とても必要なである-完高Ijしている講義 君のノートを
ber-e tu1'-a-Sl1) ba? (ノートを{昔りる)
貸すー未高IJ 立つー未高IJ・2.sg.po. か
「昨臼授業に来ることができなかった。この授業はとっても大事なんだの君は講
義ノートをちょっと貸しますかJ
(3) kesir， bir りtiniSim bar edi kese lektsijaga 
ごめん i 私のお願いあるだった一 昨日 講義に
qat1s-a al-ma-dlm， sondlqtan dapteruJdi 
参加する-未面IJ 持つ可否-単過l.sg ですので 君のノ一トを
be訂r-e tu山l日r寸 a叫lト-ma-づJ-Sl可1) ba? (ノ一トを{昔りる)
貸す-未副立つ-未副持つ-否』未副-之2.s待g.n叩P か
「ごめん、 lつお願いがあるんだけど、…昨日講義に参加できなかったので、君
のノートをちょっと貸すことができなし、かな?J
<-p Ziberw> 
(4) ml11a 公rdi・ zina-mかJ ket-Yp-sI・1). otin-e-m， 
この 場所を 片づけないー否情未高IJ 去るー完副-2.sg.np お願し 1 する』未 ~Ij-l.sg. 
zmastlr-lp 訂ber-e-si1) be? (キッチンで〉
片づける-完複 送るー未副-2.sg.np か
「ここを片づけずに行ったねD お願いだから、今だけでいいので、片づけますか?J
(5) sizderde qandaj zumls turleri bar? ajt-lp ziber-i1)l"z-si. (仕事の募集)
あなた達にどんな仕事 種類 ある言うー完副送る(命) -2.sg.po.-提
「あなた達にはどのような仕事がありますか?今だけで結構ですのでおH寺問をい
ただき、教えていただくというのはど うでしょう j
<-a salw> 
(6) asxana keseli beri 芝inal-maゴ tur. qolIlJ tise， 
キッチン 昨日 以来 片づくー否-未副している君が忙しくないなら
主ina-j sal-sa四lJ-S1. (キ ッチンで)
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片づける入れるー条件-2.sg.np.-提
「キッチンが ~!f三日から片付いていない。忙しくしいなら何かのついでに片づけて
くれるのはどうかなj
<-p ziberw十同asalw> 
(7) asxanam Zllla-p きiber-e sal-Slぅ talJgl 
acxaHaHbI 万oma-n )Ki6ep-e CaJI-llbI， Ta}WbI 
キッチンを 片づけるー完高1 送る悶未副入れる(命 2.sg.np.) 提ー 草月の
aSllndl taza zerde iSejin. (キッチンで)
私の食事をきれいな 場所で 和、が食べたいな
[キッチンを{可かのついでに片づけてね。朝食をきれいな場所で食べたいな」
以上、格下げとしての役割を果たす例を確認した。それぞれ補助動詞化しているものは
そうでないものよりも和らげられた表現を示していると筆者の SamalとT'vladinaは指摘す
る口そのため、これら補助動詞化したものは格下げとしての役割を果たしているといえる。
補助動詞化したものと、それに柁当しつつ、補助動詞イとしていない例を表 lにまとめる。
表 1:カザフ語における補助動詞化の例、補助動詞イとしていない例
補助!iiJJ言司化の例 補助動詞化していない場合
( 1 ) bere turih bersi (貸してよ)
(2) bere turasllJba? beresiりbe?(貸すか?)
(3) bere tura almajsll] ba? bere almajslI) ba? (貸すことができないかけ
(4) zinastmp ziberesII] be? zinastnaparaSII) ba? (片づけるかつ)
( 5) ajtlp ziberiI)Izsi 句tl弓lZS1(おっしゃってくださいね〉
(6 ) zinaj SalSal)SI zinaSaI)SI (片づけてくれるのはどうかな)
(7) zinap zibere sals1 主inaSl(片づけてね)
なお (2) については、和らげのない beresilJbe? という表現も DCTのデータから確認す
ることができた。
-a turw (ちょっと~する)と -asalw (今だけでいいので~する)は意味的には Blum-Kulka
et al. (1989: 283-284) の語葉・句的格下げの内の控えめ表現 (understater) に棺当すると
言える。それによれば、控えめ表現とは「自分の依頼内容はたいしたものではないという
ことを話し手が示すために用いる副詞修飾JヤAdverbialmodifers by means of which the 
speaker underrepresents the state of affairs denoted in the proposition っとあり、 Couldyou tidy up 
a bit?の abit、lsthere a litle room for me in the car?の alitleといったものなどがそれに相
当する。カザフ諾の場合、「ちょっと jに相当する副詞として waqltSaのようなものが存在
する。しかし補助動請によっても、その意味合いを示すことが可能である。
3.2対照分析
カザフ語と日本語の共通点として、補助動詞が存在するという点がある。特に、以下で
碓認する、カザ、フ諾の korwI見る」、 berwI与える、あげるjは日本語の用法と同様であ
る。一方、木稿で取り上げたカザフ語の 3つの補助動詞は日本語において副詩的に訳され
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うるという点が前言語の相違点である。カザフ語の(1 )ー (7) は補助動詞であるが、日本
語において -aturwは「ちょっと、一時的に」に、 -asalwは「ついでに」に、 -pziberwは
「今だけでいいのでJのように副詞に相当する。
上の相違点から、次のような誤用の可能性が考えられる。まず、カザフ語母語話者は白
木語にも「立つJ(turw)、「入れるJ(salw)、「送るJ(訂berw) という動詞を使うことで、
カザフ語と向じような格下げを表すことができると考えてしまう可能性がある。実際、カ
ザフ諾には日本語と同じような補助動詞化の例が見られる。例えば、中 II!!~ (20 1 3:1 06， 1 0 ) 
によると、 berwを -pberw と すると、 「与 える j が í~ してやる、あげる j の意味になり、
korwを -pk凸1・w とすると、「見る j が I~ してみる」と なるという。そのためカザフ詩母
語話者は berwや k凸rwのように、 tUf¥.¥ら salw，訂berwをそのまま日本語訳することでそれら
の動詞を補助動詞化することができると考える可能性がある。つまり -aturw は í~ しな
がら立つJということ で「ちょっと、一時的にj という意味を、 -asalw は í~ しながら入
れる」ということで「ついでにj を、 -p訂berwは i---._，して送るJということで「今だけで
いいのでJ ということを表すことができると予測する可能性がある。補助動詞によって格
下げされた依頼表現を日本語に訳す際、3.1節のデータに照らし合わせれば、(1 )の bere
tursl (ちょっと貸してよ)を日本語に訳す際、 turslを本動詞のように扱って、 「貸しなが
ら立って」と格下げにならない日本語を作る可能性がある。 (5) の ajtlp訂beri引z釘の場合、
訂berwを本動詞の「送る jと訳し、「言って送ってくださしリ、 (6)の主inajsalSal]Slでは「片
づけつつ入れてくれるのはどうかなJ という様に訳してしまう可能性がある。
次に日本語母語話者がカザフ語を学習する際の問題点として、日本語母語話者がカザフ
語の文を作る際に副読に頼りすぎるということが考えられる。例えば、「ちょっと貸 してよ j
とい う際、 waqltsa (一時的に)bersiのような表現を、「ついでに片づけて くれるのはどう
かなJでは おlaj (ついでに=bir-aq， birge) 主inaSal]SI、「今、この時だけで結構ですのでお
っしゃってくださいねj では、 tekqana OSI 2:.011 ajtll]lZむという言い回しを多用する恐れが
ある。そして、カザフ語母語話者はそれらを違和感のある表現であると考えてしまう。
4.おわりに
本稿は Blum-Kulkaet a1. (1989) による CCSARPという枠組みに基づき、カザフ語と日
本語の依頼表現の対照分析を行った。依頼内容を和らげるために Blum-Kulkaet al. (1989: 
281-283) は格下げとい う方略を提示している。格下げの]つに文法的格下げが存在する。
そこで提案されている範嬬以外のものとして、カザフ語の例をもとに補助動詞化を文法的
格下げの範鴎に取り込むことを本稿では提案した。
またカザフ語と日本語の対照分析として、 2つの問題点を指摘した。先ず、カザフ諾母
語話者は日本語を学習する際の問題点を述べる口ある種の動詞を補助動詞化することがカ
ザフ語と日本語で共通しているということにカザフ語母語話者は着目して、カザフ語の-a
turw， -asal\\ら やきïberw の直訳である í~ しながら 立つ J i '""--しながら入れるJi '""--して送る j
でも、それぞれ「ちょっと、一時的に~するJ、「ついでに~する j、「今だけでいいので~
する」という意味を有すると考えうるだろう。依頼に際して、カザフ語母語話者は権下げ
を意図 Lて、 r'"-しながら立ってねJr '"-しながら入れてねJr ~して送ってねj という表現
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を作るものの、それらを巨木語母語話者が格下げとしては捉えないという事態が起こる可
能性がある。次の問題点として、日本語母語話者がカザフ語を学習する際、 -aturw， -a salw， 
-p ziberwによる補助動詞の意味の代わりに、副詞に頼った表現を多用し、カザフ語母語話
者にとって違和感のある依頼表現を生みだす場合がありうる。
今後の課題として、今回提案した補助動認化のように、カザフ誌と日本語にとって適切
な格下げの範鳴を構築する必要がある ということを挙げておく。
注
( 1 )本研究は、カザフ諸国立大学東洋学部の日本語教師による研究プロジェクト「カザフ語
母語話者による第 2言語としての日本語習得研究Jの一環を成している。本稿におけるカザ
ブ語のローマ字表記、キ リノレ文字、音価は以下のように対応している。なお、音佃iについて
は中 jl!!~(2013: 3-6)を参照した。 1<日>[ij]， e <e> [e心eJ，a<a>[a]ぅa<d> [a]， 0 <0> [J]， O <θ> [eJ， 
u<￥> [u]， Uくy>[H]， 1くbl>[d]， iくj>[社， p<口>[p]， b <6> [b]， t <T> [t]， d <且>[d]， k <K> [k]， g <r> 
[g]， q <1¥> [q]， Sくc>[s]， Z <3> [z]， tsく日>[ts]， Sく凹>ln， zく米>[3]， x <x> [xJ， g <F> [1{]， m <M> 
[m]， 1く日>[n]，り くK>[り]， r <p> [rJ， 1 <Jl> [1]， j <品>山，w <y> [uw]， ja <兄>[ja]。本稿の略号は以
下の通りである。 1.=1人称、 2.=2人称、 3.=3人称、 sg.=単数、 po.=敬体、 np.=非敬体、未高1)
=未完了高1)l1VJ詞、完国)=完了副重]J詞、否=否定、単過=単純過去、命=命令、提=提起。
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